
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県桜ケ丘高等学校は「令和７年度高等学校 DX 加速化推進

事業」の採択校となりました。DX ハイスクールの事業や ICT 機器を

活用し、探究活動を通じて生徒の育成・伸長、およびデジタル領域に

関心をもたせるために補助金を有効に適用しています。 

 2025年７月版 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸハイスクール

桜ケ丘の教育力 学びを加速

１ 

250 インチスクリーン 

体育館には 250 インチの大型スクリーンを設置。 

講演会や説明会では大迫力の映像。 

高性能プロジェクターで投影されるので後方での視認性も good。 

探究活動の時間には講師と一緒にみんなで thinking time。 

 

６５インチ液晶モニター 

教室には６５インチの可動式液晶モニターを設置。 

パソコンやタブレットをつないで一斉視聴。 

可動式なので授業の空間を用途に合わせて自由に設計。 

発表の時間ではプレゼン能力アップ。 

Wi-Fi 環境 

教室には高速 Wi-Fi 環境。 

ケーブルレスで快適なネットワーク。 

データの共有もスムーズ。 

特進コースはタブレットでネイティブとオンライン英会話も可能。 

80 台の用途別 PC 

２つの情報処理室にそれぞれ 40 台の高性能パソコンを設置。 

デスクトップ型とノート型のそれぞれの特徴を生かした授業展開。 

ノート型はタブレットとしても使用可能。 

従来のキーボードがあるので商業系は全商検定に対応。 

1 人１台のタブレット 

持ち運んで、さっと使える便利なアイテム。 

デジタル教材を使用してペーパーレス教育に対応。 

授業の配信や課題の作成などは Microsoft のアプリを活用。 

全生徒・全教員がタブレットでつながる。 
 

ＤＸインフラ編 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸハイスクール

桜ケ丘の教育力 学びを加速

２ 

生成ＡＩやデータサイエンスによる深い学び 
人工知能や機械学習を組み合わせて洞察力アップ。 

探究活動の時間には指導助言を仰ぎ、より深い学びを生徒に提供。 

ICT 教材の AI を活用し、スキマ時間にいつでもどこでも学力補充。 

最先端の分野には外部講師を活用し、生徒も教員も一緒に勉強。 

 

対話と活動の中で生まれる探究力 
答えのない答えを自分で考える、生徒が主体の授業展開。 

成果をまとめ、発表することの繰り返しで学ぶ力の育成。 

情報の授業を通じて、リテラシーを学び正しい判断力の向上。 

生徒と教師の一体感から生まれる探究力アップ。 

 

 

“伸ばす”指導で安定した進学実績 
特進コースは週 35 時間で共通テスト受験対策まで網羅。 

個性と希望に応じた適切な指導で学力を“伸ばす”。 

学校推薦や総合型選抜の利用者には入試に応じた受験対策。 

大学や専門学校の講師に直接聞ける定期的なｶﾞｲﾀﾞﾝｽを実施。 

とりこぼさない就職支援 
学校推薦による就職希望者は毎年 100％の内定状況。 

進路ガイダンスでは地元企業とタイアップして就業意識を向上。 

履歴書の記入と面接対策は“できるまで”指導。 

商業系・電気系では１年次から資格・検定の対策課外を実施。 

桜ケ丘の教育力で学びを加速 
授業だけでなく部活でも育てたい、熱心な指導者たち。 

校内でスクールカウンセラーと相談ができる、安心の教育支援体制。 

教育力向上のために教員はたゆみなく研修に参加。 

過去にとらわれない、時代の変化に柔軟に対応する桜ケ丘。 

教育編 


